
 

 旧燕労災病院敷地の土壌汚染状況調査において、３月 21日（金）に土壌汚染対策法の基準

値を上回る砒素が検出されたことが判明し、本日、三条地域振興局に届出を行ったので、お

知らせします。 

 

１ 経過等 

  県央地区特別支援学校（仮称）の新築工事及び旧燕労災病院の一部解体工事に先立ち、

旧病院の底地部分について土壌汚染対策法に基づき土壌汚染状況の調査を行ったところ、

一部において砒素及びその化合物が土壌溶出量基準値を超えて検出されたことが判明しま

した。 

 

２ 概要 

 (1)調査地点：燕市佐渡地内 旧燕労災病院 

 (2)試料採取日：令和６年 11月 13日～令和７年１月 14日 

 (3)基準超過状況 

  ○ 土壌溶出量 

有害物質の種類 調査結果 基準値 

砒素及びその化合物 0.011～0.050 mg/L 0.01㎎/L以下 

 

３ 県の対応 

・ 今後、土壌汚染対策法に基づき適切に対応します。 

・ 周辺井戸の設置状況を確認の上、地下水調査を実施し、周辺の汚染状況を確認します。

なお、現時点で、水道水源、飲用井戸、営業用井戸及び農業用井戸がないことを確認 

  しています。 

  

（参考） 

○ 検出された砒素及びその化合物の使用経過等について 

  ・ 当該敷地内では、過去において砒素が含まれる試験試薬等を使用した経過が確認さ

れています。 

・ 当県の保健環境科学研究所の報告によれば、「新潟県内の沖積平野では、自然由来の

砒素が地下水から検出される。特に信濃川流域の県央地域ではその傾向が高い。」との

新潟県報道資料 
 
 

令和７年４月 23日 

福祉保健部地域医療政策課 

教育庁義務教育課 

教育庁財務課 

環境局環境対策課 

 

 

旧燕労災病院敷地内における砒素による土壌汚染について 



見解があります。（出典：新潟県保健環境科学研究所年報 第 25 巻 2010「新潟県に

おける地下水中のヒ素の分布と帯水層の地層等に関する調査研究」） 

 ○ 健康への影響 

     皮膚炎、末梢神経障害、腎障害を及ぼすといわれています。また、発がん性のある 

   物質といわれています。 

 ○ 用途 

    トランジスタ、半導体、ガラス、顔料、木材の防腐剤等に使用。 

本件についてのお問い合わせ先 

【燕労災病院について】 

 福祉保健部地域医療政策課県央班 元  

 （直通）025-280-5632 （内線）2573 

【県央地区特別支援学校（仮称）について】 

 教育庁義務教育課 疋田 

 （直通）025-280-5606 （内線）3864 

 教育庁財務課 石坂 

 （直通）025-280-5592 （内線）3817 

【周辺の地下水調査について】 

環境局環境対策課水環境係 遠藤 

（直通）025-280-5157 （内線）2716 


